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条
例
改
正 

◎
氷
川
町
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
氷
川
町
政
治
倫
理
条
例
の

制
定
に
伴
い
政
治
倫
理
審

査
会
委
員
長
及
び
委
員
の

報
酬
額
（
委
員
長　

１
３

５
０
０
円
、
委
員　

１
２

５
０
０
円
）
を
決
定
し
ま

し
た
。

◎
氷
川
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正地

方
公
務
員
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
氷
川
町
職
員
の

給
与
か
ら
の
控
除
項
目

（
職
員
の
組
合
費
等
を
追

加
）
を
整
理
し
ま
し
た
。

◎
氷
川
町
行
政
財
産
使
用
料

条
例
の
一
部
改
正

自
動
販
売
機
設
置
に
伴
う

使
用
料
を
追
加
し
ま
し
た
。

自
動
販
売
機
の
月
額
売
上

金
額
の　

％
以
内
を
使
用

２５

料
と
し
ま
す
。

◎
氷
川
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
法
及
び
税

率
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、

保
険
税
の
基
礎
課
税
額
の

限
度
額
の
引
き
上
げ
、
リ

ス
ト
ラ
対
象
者
へ
の
新
た

な
規
定
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
竜

北
町
と
旧
宮
原
町
の
不
均

一
を
な
く
し
ま
し
た
。

◎
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更

広
域
連
合
の
議
会
議
員
の

数
を　

人
か
ら　

人
に
拡

３２

４５

大
し
ま
し
た
。

　

契　
　

約 

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て

竜
北
東
小
学
校
屋
内
運
動

場
耐
震
補
強
・
改
修
工
事

の
契
約
額
を
７
９
８
０
万

円
か
ら
８
４
４
６
万
３
４

８
２
円
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算 

◎
平
成　

年
度
一
般
会
計
補

２２

正
予
算
（
第
１
号
）

８
３
８
５
万
７
千
円
を
追

加
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
は

　

○
総
務
費

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
報

酬　

６
万
４
０
０
０
円

大
野
地
区
旧
火
葬
場
跡
地

樹
木
伐
採
委
託
料　

１
１

９
万
円　

大
野
地
区
旧
火

葬
場
跡
地
焼
却
炉
撤
去
費　

１
６
０
万
円

誘
導
サ
イ
ン
支
柱
取
り
換

え
修
繕
料　
　

万
５
０
０

１４

０
円

○
民
生
費

児
童
公
園
遊
具
撤
去
料　

　

万
８
０
０
０
円

１５○
農
林
水
産
業
費

農
地
制
度
実
施
円
滑
化
事

業
業
務
委
託
料　

１
２
９

万
２
０
０
０
円

経
営
体
育
成
交
付
金
事
業

経
営
体
整
備
交
付
金　

６

９
０
７
万
４
０
０
０
円

○
教
育
費

学
力
向
上
対
策
謝
金　
　
５５

万
７
０
０
０
円

地
区
集
会
所
施
設
等
建
築

補
助
金
（
東
上
宮
）　

万
１３

６
０
０
０
円

竜
北
資
料
館
外
壁
修
繕
料　

１
０
５
万
円

◎
平
成　

年
度
氷
川
町
国
民

２２

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

２９主
な
歳
出
は

○
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金　

　

万
６
０
０
０
円

２１○
保
険
事
業
費

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
委
託
料　

７
万
４
０

０
０
円

◎
平
成　

年
度
氷
川
町
介
護

２２

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

４
６
８
万
９
０
０
０
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

主
な
歳
出
は

○
地
域
支
援
事
業
費

一
般
高
齢
者
筋
力
向
上
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
等
委
託

料　
　

万
８
０
０
０
円

８７

○
諸
支
出
金

介
護
給
付
費
交
付
金
返
還

金　

２
１
４
万
円

　

決　
　

議 

◎
氷
川
町
議
会
広
報
調
査
特

別
委
員
会
設
置

氷
川
町
議
会
広
報
紙
を
発

行
す
る
た
め
に
４
名
の
広

報
紙
編
集
委
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

◎
氷
川
町
中
心
市
街
地
活
性

化
調
査
特
別
委
員
会
委
員
の

選
任氷

川
町
中
心
市
街
地
活
性

化
を
図
る
た
め
に
特
別
委

員
会
委
員
に
７
名
の
委
員

を
選
出
し
ま
し
た
。

決決決決決決決決決決
定定定定定定定定定定
しししししししししし

決
定
し
たたたたたたたたたたた

主主主主主主主主主主
なななななななななな
もももももももももも

主
な
も
ののののののののののの

　

児
童
福
祉
法
の
理
念
が
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
、
国
は
保

育
所
の
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
を
地
方
へ
移
譲
す
る
こ

と
な
く
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
保

証
す
る
よ
う
国
の
責
任
で
抜
本
的
な
改
善
を
す
る
こ
と
。

な
ど
３
項
目
要
望
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
請
願
は
、
町
内
の
保
育
園
か
ら
出
さ
れ
、
坂
本
悦

男
、
上
田
健
一
両
議
員
の
紹
介
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
請
願
は
、
全
議
員
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

請
願
は
国
な
ど
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
　

請　

願

現
行
保
育
制
度
の
維
持
と

子
育
て
支
援
施
策
の
拡
充
を

経営体整備育成交付金事業など

（6月定例議会）
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４
月　

日
「
小
川
Ｂ
Ｓ
ス

２８

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
事
業
負
担
割
合
及
び
協
定

書
事
務
検
査
特
別
委
員
会
」

が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
報
告
と
ま
と
め
を
行
い
、

審
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

藤
本
町
長
は
、
問
題
と

な
っ
て
い
た
、
宇
城
市
と
の

「
協
定
書
」
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
の
要
請
を
受
け
て
、

平
成　

年　

月
６
日
に
結
ん

２１

１１

だ
協
定
書
は
破
棄
し
、
あ
ら

た
め
て
平
成　

年
３
月　

日

２２

１６

に
宇
城
市
と
協
定
を
結
ん
だ

と
報
告
し
、
委
員
会
は
了
承

し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の「
事

業
負
担
割
合
」
に
つ
い
て
は
、

５
回
に
わ
た
り
協
議
し
、
以

下
の
３
点
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

一
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

接
続
部
分
か
ら
、
宇
城
市
小

川
町
に
出
る
ア
ク
セ
ス
道
路

の
中
に
あ
る
高
架
橋
の
建
設

費
用
に
つ
い
て
は
、
氷
川
町

は
負
担
し
な
い
。
ま
た
、
橋

の
建
設
に
つ
い
て
は
全
額
宇

城
市
の
負
担
と
す
る
。

　

二
、
高
架
橋
の
建
設
に
関

す
る
、
土
地
の
買
収
や
建
設

費
並
び
に
建
設
後
の
維
持
管

理
費
等
に
つ
い
て
も
宇
城
市

の
負
担
と
す
る
。

　

三
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

接
続
部
分
か
ら
、
国
道
３
号

線
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
道
路
用
の

土
地
買
収
費
、
建
設
費
、
建

設
後
の
維
持
管
理
費
全
て
を
、

宇
城
市
と
氷
川
町
で
６
対
４

あ
る
い
は
折
半
と
す
る
こ
と
。

　

以
上
の
報
告
を
委
員
長
か

ら
受
け
、
委
員
会
で
審
議
し

ま
し
た
。
各
委
員
か
ら
は
、

「
負
担
割
合
は
６
対
４
で
い

い
」「
６
対
４
か
、
折
半
と

い
う
中
途
半
端
な
こ
と
は
お

か
し
い
」
ま
た
、
高
架
橋
の

建
設
に
つ
い
て
「
橋
は
い
ら

な
い
」「
橋
の
建
設
に
は
反

対
し
な
い
が
、
橋
の
建
設
費

用
に
つ
い
て
氷
川
町
は
負
担

し
な
い
」「
橋
も
一
体
の
事

業
と
し
て
国
交
省
が
認
可
し

て
い
る
」「
イ
ン
タ
ー
は
い

ら
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
続

出
し
ま
し
た
。

　

一
部
の
議
員
か
ら
、「
建

設
に
賛
成
が
多
い
と
い
う
の

な
ら
、
住
民
投
票
を
行
う
べ

き
」
な
ど
の
意
見
も
出
ま
し

た
。
再
三
、
議
論
を
し
ま
し

た
が
、
意
見
は
ま
と
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
委
員

長
が
審
議
は
尽
く
さ
れ
た
と

判
断
し
て
、
審
議
を
終
了
し
、

採
決
に
移
り
ま
し
た
。
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
委
員

長
の
報
告
の
と
お
り
委
員
会

の
結
論
と
し
ま
し
た
。 

　

竜
北
公
園
第
３
期
遊
具
工

事
入
札
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
（
第　

回
）
が
平
成

１３

　

年
６
月　

日
（
水
）
午
前

２２

１６

９
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
中
、
氷
川
町

役
場
総
務
振
興
課
職
員
と
㈱

ジ
ャ
ク
エ
ツ
環
境
事
業
の
入

札
代
理
人
に
対
し
、
地
方
自

治
法
第
１
０
０
条
に
よ
る
証

人
尋
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
か
ら
は
、
浜
田

洋
前
氷
川
町
長
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
。

　

委
員
長
か
ら
、
浜
田
氏
へ
、

証
言
を
求
め
る
場
合
に
は

「
宣
誓
」
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
旨
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
浜
田
前
町
長
は
、

宣
誓
を
行
わ
ず
、
地
方
自
治

法
第
１
０
０
条
第
４
項
の
規

定
に
よ
る
申
し
出
を
発
言
し

た
後
、
議
長
に
申
し
出
書
を

提
出
し
、
委
員
長
が
着
席
す

る
よ
う
に
強
く
求
め
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
浜
田
氏
は
退

席
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
か
ら
、
地
方
自
治

法
１
０
０
条
第
４
項
の
説
明

が
あ
り
、
浜
田
前
町
長
は
地

方
自
治
法
に
よ
る
出
頭
を
拒

否
し
た
こ
と
に
あ
た
る
の
で
、

告
発
し
た
い
と
提
案
が
あ
り
、

議
論
の
末
、
賛
成
多
数
（　
１１

名
中
６
名
賛
成
）
で
告
発
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

浜
田
洋
氏
の
発
言
要
旨

　

私
は
、
５
月　

日
は
当
委

１２

員
会
に
出
頭
し
て
証
言
を
し

た
が
、
第
１
回
目
の
入

札
に
つ
い
て
が
、
ほ
と

ん
ど
だ
っ
た
。
こ
の
１

回
目
の
入
札
は
現
在
裁

判
中
で
あ
り
、
こ
の
場

で
証
言
す
る
と
裁
判
に

極
め
て
影
響
が
あ
る
。

地
方
自
治
法
第
１
０
０

条
第
４
項
に
も
と
づ
い

て
議
長
に
申
し
出
を
致

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
長
が
不
在
で
す
の

で
、
事
務
局
長
に
提
出

し
ま
す
。
申
出
書
を
ご

検
討
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

浜田洋氏議長あてに「申し出」を提出し委員会を退席
第１３回　竜北公園第3期遊具工事入札に関する調査特別委員会

インターチェンジ事務検査特別委員インターチェンジ事務検査特別委員会会

高速道を跨ぐ橋梁建設の負担は宇城市で


